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改訂履歴 

日付 改定内容 

平成 31年 3月 策定 

令和 4年 8月 6.対策内容と実施時期に新技術の活用等を追加 

8.計画策定担当部署の電話番号を修正 
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1. 長寿命化修繕計画の目的 

 

長寿命化修繕計画は、今後老朽化する橋梁の増大に対応するため、地方公

共団体自ら計画策定することにより、従来の事後的な修繕及び架け替えから

予防的な修繕及び計画的な架け替えへの転換を図るとともに、橋梁の長寿命

化並びに橋梁の修繕及び架け替えにかかる費用の縮減を図ることを目的とし

ています。 

 

その背景には、老朽化対策に関する政府全体の取組として、平成 25 年 6

月に閣議決定した「日本再興戦略」に基づき、インフラ老朽化対策の推進に

関する関係省庁連絡会議において、平成 25 年 11 月に「インフラ長寿命化

基本計画」がとりまとめられました。 

 

今後、基本計画に基づき、国、自治体レベルで行動計画の策定を進めるこ

とで、全国のあらゆるインフラの安全性の向上と効率的な維持管理を実現す

ることとされています。 

 

旭市では、平成 28 年 9 月に「旭市公共施設等総合管理計画」を策定しま

した。これが、「行動計画」として位置づけられているものに該当いたしま

す。今回、「個別施設計画」に該当する「橋梁長寿命化修繕計画」を策定い

たしました。 
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2. 対象橋梁 

旭市では、３１９橋の橋梁を管理しています。そのおよそ半数が１９７０

年から１９９０年の間に架設されたものです。今後、急激に老朽化が進みま

す。 

 

２０年後には、約８０％もの橋梁が建設後５０年を超える橋梁となってし

まいます。 

 

橋梁形式では、ボックスカルバートが約４４％と多くを占めます。鋼橋は

７橋と非常に少ないのが特徴です。 
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3. 長寿命化修繕計画期間 

「旭市公共施設等総合管理計画」に記載されている期間は、概ね２０年と

されています。個別計画は計画期間を５年と仮定しています。 

 

今回の長寿命化修繕計画では、次回見直しの時期を考慮して、概ね１０年

間の期間について、修繕計画を立案しました。 

「旭市公共施設等総合管理計画」同様、橋梁の状況や各種前提条件に大幅

な変更が生じた際には、必要に応じて本計画の見直しを行います。 

 

4. 対策の優先順位の考え方 

旭市では、定期点検の結果を分析し、優先順位を設定いたしました。ま

た、その橋梁の重要性を考慮し、優先順位に反映させました。 

この２つの指標の組み合わせで、最終的な優先順位を決定いたしました。 

 

 

  
1 A 83.4 第6位 16.6 第5位 0.0 第7位

2 B 73.7 第9位 26.3 第2位 0.0 第7位

3 C 88.5 第4位 11.5 第7位 10.0 第6位

4 D 91.0 第3位 9.0 第8位 30.0 第5位

5 E 94.0 第1位 6.0 第10位 100.0 第1位

6 F 87.4 第5位 12.6 第6位 40.0 第3位

7 G 91.2 第2位 8.8 第9位 60.0 第2位

8 H 77.2 第8位 22.8 第3位 0.0 第7位

9 I 53.5 第10位 46.5 第1位 0.0 第7位

10 J 78.8 第7位 21.2 第4位 40.0 第3位

100-健全度 重要度NO 橋梁名 耐  荷  性：0.8
走行安全性：0.2

健全度
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5. 個別施設の状態等 

平成３０年度までに実施された橋梁点検の結果、橋梁の健全性を「Ⅰ（健

全）」～「Ⅳ（悪い）」の４段階評価を行ったところ、ほとんどの橋梁が

「Ⅰ」または「Ⅱ」の判定となり、旭市の橋梁は、早急に補修が必要となる

橋梁が少ないことがわかりました。 
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6. 対策内容と実施時期 

令和５年度から令和９年度までの５年間で１割の橋梁について新技術を活

用することを目標とします。また、迂回路が存在し集約が可能な橋梁につい

て、令和９年度までに２橋程度の集約化・撤去を検討します。また、新技術

の活用により、令和９年度までの５年間で約２百万円のコスト縮減を目指し

ます。 
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7. 対策費用 

今後、市の財政が厳しくなることが予想される中、道路ネットワークの安

心・安全を提供していくために、必要な事業費を試算いたしました。 

対症療法型とは、橋梁に何らかの損傷（障害）が発生してから、対策を講

じる手法で、予防保全型とは、損傷が比較的少ない時点から維持管理を開始

したり、損傷の状況を確認しながら、最適な時期に対策を講じる管理手法を

さします。 

旭市では、この予防保全型の維持管理を行っております。 

今後 50 年間の事業費を比較すると、対症療法型が累計 152 億円、予防

保全型が累計 20 億円となり、縮減効果が 152 億円－20 億円＝132 億円

となります。 
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8. 計画策定担当部署および意見聴取した学識経験者 

 

１）計画策定担当部署 

 

旭市 建設課 tel 0479-74-3985 

 

 

２）意見を聴取した学識経験者等の専門知識を有する者 

 

 芝浦工業大学 工学部 土木工学科  教授 勝木 太 

 

 

 


